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裁 ち 方 の 変 化

大 家 政

一江 戸 時 代 の 実 物 資 科を 中 心 とし て

○ 北 鳥 恭 代　　 河 村 ま ち 子

被　　服

江 戸 時 代以 降 の 制 作 と み ら れ る 小 袖 及 び 帷 子 の 解 体 修 理 を 行 う 機 会 を 得、

類 の 各 部 分 の 裁 ち 方 の 形 状 を 観 察 す る こ と が で き た。 そ の 結 果、 現 在 の 裁｡ち

点 が い く つ か あ げ ら れ た。 小 袖 類 は 江 戸 時 代 中 期 に 形が 確 立し 現 在 に 至 っ て

て い る の に 反し そ の 裁 ち 方 に 違 い が みら れ た と いう 点 に 着 目し て、 現 在 の 裁

を 考 察 す る と 同 時 に 当 時 の 裁 ち 本 と の 比 較を 試 み る こ と に し た。

国 立 博 物 館 及 び 本 学 所 蔵 の 江 戸 時 代以 降 に 制 作 さ れ た 実 物 資 料 の 調 査を 行 い

と の 相 違 点 を 検 討 し た。 ま た 江 戸 時 代 に 出 版 さ れ た現 存 する 各種 の 裁 ち 本 に

る 裁 ち 方 と の 比較 を 行っ た。

時 代 の 裁 断 方 法は 現 在 の 裁 断 方 法 に 比 べ る と 複 雑 で 残 り 布 が 多 くで るこ と が

た. 現 在 の 裁 ち 方 と の 大 き な 違 い は、 前 身 頃 の 柾 つ け 縫 い 代を 裁 ち 落 とし て い る 点

実 際 の 形 に 近い 形 状 で 裁 断 さ れ て い る 点 が あ げ ら れる。 当 時 の 裁 ち 本 に も 柾 は 実 物

同 様 に身 頃 と 縫 い 合 わ せ る 部 分 を 斜 め に 裁 断 し た 柳 裡 が 多 い。 ま た 裂 巾 は ９ 寸 か ら

寸 まで さ まざ ま な も の が みら れ た。 こ の こ と から 江 戸 時 代 は 着 物 に 使 用｡さ れる 裂 の

決 まっ てお ら･ず、 異 な る 織巾 の 裂 か ら 合 理 的 に 裁 断 す る た め に 前 身 頃 と 柾 を 組､み 合

も の や 柾ど うし を 組 み合 わせ た も の な ど 数 種 の 裁 ち 方 が 考 案 さ れ た と 考 え ら れ る。

い ら れ て い る 棒 紅 の 裁ち 方が 多 く み ら れ る よ う に な っ たの は 江 戸 後 期 から で あ る が、

前身 頃 の 裁 ち 落 と し も 減り 縫 い 代 を 裁 た ず･に 始 末 す る 構 成 技 法が 必 要 と な る こ と や

替｡え が 可 能 と な る こ と な ど 現 在 の 裁 ち 方 へ 移 行 する 過 程を 確 認 す る こ と が で き た。
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につ いて　 （ 第2 報）

政　 ○大網美代子　 石井とめ子

目的　 鍋島栄子 夫A    (佐賀ll 代佐賀藩主　 鍋島 直大公夫人）の横乗り乗馬 服につ いて

は本大会におい てす でに発表をしたが． 以来． 続い て関連の資料を調 べており、 今回はそ

のうち から､1   9 世紀の西欧の横乗り乗馬 服に ついて特色のあ る スカ- トをと りあ げ． その

構成並びに シルエット 義現について研究し た．

方 法　 資 料 よ り 数 種 の パ タ ーン を 試 作し て 立 体 的 に な っ た 場 合 に ど の よ う な シ ル エ ッ ト

表 現 に な る か、 そ の 構 成 法 に つ い て 考 察し た。

結果　 横乗りという 特殊 な機能に適応させるために 作られ たスカート には． 右膝を 鞍頭

の上に乗せるため、 スカ ート の右と左では型が違い． 膝頭に 合わせる裁断法 は極めて 複雑

である． 少し でも横 鞍の乗り 心地をよくするために． さ まざ まな工夫が凝らさ れ、 自 由な

発想で･仕立て られてい た事が判明した．

（ 第3   5 回 年 次 大 会 に 発 表 し だ 婦 人 乗馬 服 に つ い で を 第1 報 と する。 ）
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